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謹
　
賀
　
新
　
年

冬
の
使
者 

ハ
ク
チ
ョ
ウ

№ 193
冬
2015

遠
く
に
は
男
体
山
の
頂
が
う
っ
す

ら
と
雪
を
被
り 

寒
さ
も
本
格
化

す
る
師
走

こ
こ
五
行
川
の
田
島
大
橋
上
流
に

は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
冬
の
使
者 

白

鳥
が
飛
来
し
の
ん
び
り
と
羽
を
休

め
て
い
る

川
岸
に
は 

毎
年
飛
来
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
地
元
の
人
や
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
を
楽
し
む
人
の
姿
が
見
受

け
ら
れ
る

優
雅
に
そ
し
て
悠
々
と
泳
ぐ
水
鳥

の
群
は
人
々
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る

（
写
真
は
昨
年
１
月
下
旬
に
撮
影
）
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
会
長

小
林　

克
男

真
岡
税
務
署
長�
湯
本　

茂

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
宮
支
部
長

新
井 

　
　
明

益
子
支
部
長

篠
原 

　
泰
三

茂
木
支
部
長

髙
松 

壽
太
郎

市
貝
支
部
長

阿
部 

　
正
機

芳
賀
支
部
長

杉
田 

貞
一
郎

真
岡
副
支
部
長

石
坂 

　
　
博

　

真
岡
法
人
会

の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
林
会
長
を
は
じ
め
、役
員
及
び
会
員
の

皆
様
方
に
は
、日
頃
か
ら
税
務
行
政
に
対
し
、

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、正
し
い
税
知
識

の
普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、

中
小
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
への

取
組
を
始
め
と
し
て
、講
演
会
や
各
種
研
修

会
を
開
催
す
る
な
ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、各
部
会
や
支
部
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、小
学
校
で
の
租
税
教
室
の
講

師
、税
の
標
語
募
集
、税
に
関
す
る
絵
は
が
き

募
集
な
ど
租
税
教
育
活
動
に
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、皆
様
方
の
積
極
的
な
活
動
に
対

し
ま
し
て
、深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、私
ど
も
の
使
命
は「
納
税
者
の
自
発

的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に

実
現
す
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
の
税

務
行
政
の
方
向
性
に
は
、二つ
の
柱
と
し
て
、実

地
調
査
の
重
点
化
と
自
発
的
な
適
正
申
告
に

導
く
手
法
の
積
極
活
用
が
あ
り
ま
す
。ひ
と
つ

目
は
ハ
イ
リ
ス
ク
分
野
の
調
査
と
波
及
・
牽
制

効
果
の
向
上
に
重
点
を
置
い
た
深
度
あ
る
税

務
調
査
の
実
施
で
あ
り
、二つ
目
は
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
及
び『
自
己
点
検
』『
自

主
修
正
』の
重
視
と
と
も
に
税
理
士
会
な
ど
の

関
係
民
間
団
体
な
ど
と
協
働
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

ま
た
、私
ど
も
が
最
重
要
課
題
と
し
て
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
）

の
普
及
拡
大
に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
間
も
な
く
所
得
税
等
の
確
定
申
告

の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
分
の

確
定
申
告
書
や
法
定
調
書
の
提
出
、
ダ
イ
レ

ク
ト
納
付
な
ど
に
、ぜ
い
ひ
と
も
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、本
年
が
真
岡
法
人
会
に
と
り
ま

し
て
、ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る
良
き
年
と
な
り

ま
す
と
と
も
に
、会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並

び
に
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、一般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
の

事
業
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
10
月
に
法
人
会
全
国
大
会

「
と
ち
ぎ
大
会
」
が
宇
都
宮
市
で
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
約
二
〇
〇
〇
名
の
会
員
が一堂
に
会
し
、

交
流
を
深
め
大
会
は
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し

た
。
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
役
員
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
の
事
業
は
、経
済
、経
営
、税
制
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会
、研
修
会
の
開
催
、更
に
は
、

税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て「
税
制
改

正
に
関
す
る
提
言
」
は
じ
め
税
知
識
の
普
及

と
啓
発
活
動
、
広
報
誌
発
行
に
よ
り
税
情
報

の
提
供
、ま
た
、
青
年
部
会
・
女
性
部
会
に
よ

る「
租
税
教
室
」の
開
催
「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」の
実
施
な
ど
、
租
税
教
育
、

地
域
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
企
業
も
組
織
も
地
域
社
会
の一員
と
し

て
、
そ
の
維
持
・
発
展
に
進
ん
で
貢
献
す
べ
き

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
法
人
会
は
こ
れ
ら
の

活
動
を
引
き
続
き
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
は〝
乙
羊（
き
の
と
ひ
つ
じ
）〟乙
は「
木

陰
」
未
は「
夏
季
の
温
も
り
を
意
味
し
、
熱
き

思
い
を
内
に
秘
め
て
も
表
に
出
さ
ず
に
平
穏
に

周
囲
を
ま
と
め
あ
げ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
は
、
2
年
前
と
同
様
、
安
倍
政

権
が
衆
院
選
で
大
勝
し
ま
し
た
。し
か
し
、
急

速
な
円
安
進
行
に
よ
る
諸
物
価
の
高
騰
な
ど

中
小
企
業
への
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。一

方
で
は
大
手
企
業
を
中
心
に
業
績
好
転
が
進

み
、
株
価
上
昇
な
ど
日
本
経
済
に
も
好
材
料

が
伺
わ
れ
ま
す
。
二
〇
一五
年
は
、
大
手
企
業

だ
け
で
は
な
く
中
小
企
業
、一般
個
人
ま
で
景

気
回
復
が
実
感
で
き
る
年
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、心
身
共
に
健
康
で
明
る
く
希

望
に
満
ち
た
実
り
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。



第193号（3）平成27年1月1日

　

社
会
貢
献
活
動

「
租
税
教
室
」
５
校
を
担
当

田野小学校は益子支部・女性部が担当

大内西小学校は真岡支部・青年部が担当 市貝小学校は市貝支部・女性部が担当

山前小学校は真岡支部・女性部が担当

茂木小学校は茂木支部・青年部が担当

　

青
年
部
会
と
女
性
部
会
が
講
師
を
務
め

る
平
成
二
十
六
年
度
「
租
税
教
室
」
は
昨

年
十
二
月
、
真
岡
税
務
署
管
内
五
小
学
校

の
六
年
生
児
童
一
六
一
名
を
対
象
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

本
講
座
は
、
法
人
会
事
業
の
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
平
成
二
十
三
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
次
代
を
担
う

子
供
た
ち
に
税
の
仕
組
み
や
税
の
大
切
さ

を
正
し
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
講
師
役
は
、
青
年

部
が
真
岡
支
部
と
茂
木
支
部
、
女
性
部
は

真
岡
支
部
、
益
子
支
部
、
市
貝
支
部
が
そ

れ
ぞ
れ
地
元
小
学
校
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
も
真
剣
そ
の
も
の
で
、
税
金

ク
イ
ズ
に
答
え
た
り
、
税
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
観
て
、
税
金
は
生
活
を
支
え
る
大
切

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
講
座
内

容
を
改
善
し
、
今
年
は
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン

ケ
ー
ス
に
一
億
円
（
レ
プ
リ
カ
）
を
用
意
。

実
際
に
手
に
触
れ
た
児
童
た
ち
は
そ
の
重

さ
（
10
㎏
）
と
そ
の
量
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て

い
ま
し
た
。

　銀座のママには、ビジネスをする上で様々

な能力（知識教養・接客術・経営能力等）に

加え、人間として、女性としての魅力も必要

とされます。

　この講演会は、起業家として第一線で活躍する銀座のママの仕事

とライフスタイルを知り、必要とされる素養について学びます。

【日　時】� 平成 27年 2月 6日（金）午後 4時
【場　所】� フォーシーズン静風　定員 150 名
【講　師】� 白坂亜紀氏　㈱白坂企画社長

� 女子大生ママで一躍有名に。クラブ、バー、日本料理

� 計４店経営　生家は現在「瀧廉太郎記念館」

【参加費】� 無料（一般の方は事前に電話予約）

【申込先】� お申し込みは、各支部事務局まで

新春講演会のご案内
銀座のママに学ぶ

「経営力・人間力」



第193号 平成27年1月1日（4）

　
女
性
部
会研

修
旅
行
　

　
創
業
４
０
０
年
「
宇
津
救
命
丸
」

長
寿
企
業
の
秘
訣
を
語
る

二
宮
支
部 

女
性
部
長
　
柴
ひ
ろ
え

　

女
性
部
会
恒
例
の
日
帰
り
研
修
旅
行
は
、

十
一
月
十
一
日
（
火
）
六
支
部
会
員
・
事

務
局
含
め
三
十
五
名
が
参
加
し
て
造
幣
局

東
京
支
局
、
鳩
山
会
館
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル

タ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

造
幣
局
東
京
支
局
で
は
、
一
般
に
使
用

さ
れ
て
い
る
紙
幣
と
は
違
う
収
集
用
の
表

面
に
光
沢
が
あ
る
プ
ル
ー
フ
貸
幣
の
製
造

工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。
研
修
旅
行
で
の

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
昼
食
は
、
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
「
グ
ラ
ス
コ
ー
ト
」
で
の

バ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
七
十
種
類
以
上
あ
る

メ
ニ
ュ
ー
は
何
か
ら
食
べ
た
ら
よ
い
か

迷
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。
思
う
存
分
ご

馳
走
を
い
た
だ
い
た
後
は「
花
子
と
ア
ン
」

の
葉
山
伯
爵
邸
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
鳩
山

会
館
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
バ
ス
を
降
り

て
、
急
坂
の
導
入
路
を
登
っ
て
行
く
と
、

通
称
「
音
羽
御
殿
」
に
到
着
で
す
。
玄
関

の
上
や
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
鳩
の
意
匠

が
あ
り
鳩
山
家
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
花
子
と
ア
ン
」
の
撮

影
は
大
き
な
ガ
ラ
ス
戸
の
食
器
棚
が
あ
る
、

ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
行
わ
れ
た
よ
う
で

す
。

　

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
満
天
」
で
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
聞

い
て
「
星
が
天
井
に
映
っ
て
い
る
だ
け
」

と
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、
リ
ア
ル
な
星

空
と
音
楽
が
奏
で
あ
い
、
星
座
に
抱
か
れ

心
が
一
時
癒
さ
れ
た
思
い
で
す
。

　

大
変
中
身
の
濃
い
研
修
旅
行
に
な
り
ま

し
た
。

芳
賀
支
部
研
修
委
員
　
斎
藤
晃
一

　

真
岡
法
人
会
、
税
理
士
会
、
真
岡
間
税

会
主
催
に
よ
る
「
税
を
考
え
る
週
間
・
講

演
会
」
が
十
一
月
十
四
日
、
真
岡
商
工
会

議
所
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
「
真
岡
税
務
署
長
講
話
」
に
続

き
、
第
二
部
の
実
務
者
講
演
会
は
、
宇
津

救
命
丸
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
宇
津
善

博
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
宇
津
家
４
０
０

年
の
歴
史
」
と
題
し
て
、
４
０
０
年
の
歩

み
と
長
寿
企
業
の
秘
訣
に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
国
内

最
古
の
歴
史
を
持
つ
製
薬
会
社
で
、
工
場

が
近
隣
の
高
根
沢
町
内
に
あ
る
社
長
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
約
１
２
０
名
の
参
加
者

が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
村
人
の
健
康
の
た
め
に
救

命
丸
を
創
生
し
て
以
来
、「
夜
泣
き
、
か

ん
む
し
」
の
家
庭
常
備
薬
と
し
て
多
く
の

方
に
愛
用
さ
れ
つ
づ
け
て
４
０
０
年
余
、

幾
多
の
危
機
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
そ
れ
ら

を
転
機
と
し
て
捉
え
、
今
日
ま
で
発
展
し

続
け
て
来
ら
れ
た
企
業
の
取
組
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
に
昭
和
５
０
年
の
絶
滅
危
惧
種
の
保

護
を
目
的
し
た「
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
締
結
」

に
よ
り
、
救
命
丸
の
原
料
の
入
手
が
困
難

と
な
っ
た
際
に
は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
伝
統
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、味
・

名
称
・
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
「
楽
し
く
飲

め
る
か
ぜ
薬
」
の
開
発
や
、
地
球
温
暖
化

を
視
野
に
夏
に
売
れ
る
「
あ
せ
も
ロ
ー

シ
ョ
ン
」
を
開
発
し
、
高
い
シ
ェ
ア
を
確

保
し
売
り
上
げ
の
大
き
な
柱
に
成
長
さ
せ

る
な
ど
、
現
状
を
分
析
し
将
来
を
見
据
え

た
新
薬
を
手
が
け
る
経
営
者
と
し
て
の
手

腕
に
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
人
の
た
め
に
尽
く
す
精
神
」

を
持
ち
つ
づ
け
、「
安
心
・
安
全
を
届
け

る
」、
グ
レ
ー
ド
の
高
い
原
料
を
使
用
す

る
な
ど
「
利
益
率
よ
り
信
頼
」
を
重
ん
じ

る
こ
と
が
、
企
業
の
存
続
・
発
展
に
と
っ

て
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
の
お
言
葉
に
、

長
寿
企
業
ト
ッ
プ
の
深
い
重
み
を
感
じ
ま

し
た
。
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「
税
に
関
す
る
標
語
」
募
集

視
察
研
修
会
の
開
催

地
区
別
研
修
会
の
開
催

益
子
支
部

真
岡
支
部

市
貝
支
部

　

平
成
二
十
六
年
度
の
真
岡
支
部
地
区
別

研
修
会
が
十
月
下
旬
に
、
各
地
区
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
真
岡
税
務
署
よ
り
粕
谷

統
括
・
塚
原
上
席
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
「
平
成
二
十
六
年
度
税
制
改
正
に
つ
い

て
」、「
相
続
税
・
贈
与
税
に
関
す
る
改
正
」、

「
領
収
証
等
に
係
る
印
紙
税
の
非
課
税
範

囲
の
拡
大
」
を
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受

け
税
制
改
正
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
を
図
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
九
日
（
水
）、

支
部
視
察
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
高
度
な
技
術
と
真
心
で
最
高
の

品
質
を
追
求
し
、
お
客
様
に
つ
く
り
手
の

心
が
伝
わ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
ク
ル
マ
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
日
産
自
動
車
株
式
会

社
栃
木
工
場
（
上
三
川
町
）
を
見
学
い
た

し
ま
し
た
。

　

午
後
一
時
に
ゲ
ス
ト
ホ
ー
ル
に
着
く
と
、

担
当
の
平
山
様
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

栃
木
工
場
長
の
方
針　

競
争
力
の
あ
る

工
場
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、

一
、
お
客
様
視
点
で
の
プ
レ
ミ
ア
ム
品
質

　

真
の
品
質
の
表
現

二
、
コ
ス
ト
競
争
力
を
高
め
、
為
替
変
動

に
柔
軟
に
対
応
す
る
。

三
、
マ
ザ
ー
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
に
リ
ー
ド
す
る
。

　

ビ
デ
オ
上
映
の
後
、
組
立
工
場
の
近
く

ま
で
バ
ス
で
移
動
し
、
工
場
内
で
は
歩
き

な
が
ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

一
連
の
組
立
ラ
イ
ン
は
、
合
理
性
を
追

求
し
た
し
く
み
で
構
成
さ
れ
、
も
の
づ
く

り
に
向
き
合
う
真
剣
な
姿
勢
が
肌
で
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

益
子
支
部
で
は
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、

町
内
の
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
「
税
に

関
す
る
標
語
」
を
募
集
致
し
ま
し
た
。

　

十
回
目
と
な
る
今
年
は
一
六
七
点
の
力

作
が
集
ま
り
、
選
考
会
を
経
て
、
去
る
十

一
月
二
十
五
日
に
益
子
町
商
工
会
館
に
て

表
彰
式
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

益
子
町
長
賞
に
は
七
井
小
学
校
、
谷

口
諒
磨
さ
ん
の
「
大
切
に�

使
っ
て
ほ
し

い�

ぼ
く
が
は
ら
っ
た�

消
費
税
」
が
選
ば

れ
、
そ
の
他
、
教
育
長
賞
、
商
工
会
長
賞
、

法
人
会
支
部
長
賞
、
支
部
税
制
委
員
長
賞

が
各
一
点
ず
つ
金
融
機
関
特
別
賞
が
十
点
、

入
選
が
十
五
点
の
計
三
十
点
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

（特別ゲスト）柳幸造・トミ子夫妻（ダンス）
「ねんりんピック」スタンダードワルツ部門優勝

　新春恒例の法人会益子支部と商工会女性部主催による賀詞交歓会
を下記要領により開催しますので、支部会員の皆様どうぞ奮ってご
参加ください。
「日　時」	 平成 27 年 1月 15 日（木）午後 6時
「場　所」	 アプローズ益子

お問い合せは益子商工会まで　☎︎ 72-2398

益子支部参加者募集！

平成27年「新春賀詞交歓会」のご案内
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第
二
八
回
法
人
会
全
国
青
年
の
つ
ど
い

秋
田
大
会
　

青
年
部
会

宿
泊
研
修
会

（
事
業
委
員
会
）

真
岡
支
部
女
性
部

青
年
部
会
長
　
秋
山
康
雄

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日
秋
田

県
秋
田
市
で
行
わ
れ
た
法
人
会
全
国
青
年

の
つ
ど
い
秋
田
大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　
「
ユ
タ
カ
な
国
へ�

あ
き
た
美
じ
ょ
ん
」

を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
部
会
長
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
今
後
ま
す
ま
す
青
年

部
会
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
？
わ
れ
わ
れ
青
年
部
会
員
が
結

束
し
て
何
を
す
べ
き
か
熱
く
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
続
く
記
念
講
演
会
で
は
、

日
本
テ
レ
ビ
で
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
読
売
新
聞
特
別
編
集
委

員
の
橋
本
五
郎
氏
が
講
師
で
し
た
。
橋
本

氏
の
長
年
に
わ
た
る
取
材
経
験
を
も
と
に

今
後
の
日
本
の
政
治
、
経
済
の
ゆ
く
え
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す

く
、
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
た
講
演
内
容
は
、

我
々
企
業
経
営
者
の
事
業
計
画
に
い
か
せ

る
も
の
で
し
た
。

　

次
の
機
会
に
も
、
青
年
部
会
の
メ
ン

バ
ー
多
数
で
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

札
幌
ド
ー
ム
と
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
台

二
宮
支
部

　

去
る
十
二
月
四
日
（
木
）
五
日
（
金
）

の
２
日
間
、
札
幌
へ
の
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
初
日
は
、
札
幌
ド
ー
ム
ツ
ア
ー

で
グ
ラ
ン
ド
は
イ
ベ
ン
ト
準
備
中
で
し
た

が
選
手
の
使
う
ブ
ル
ペ
ン
や
ロ
ッ
カ
ー

ル
ー
ム
な
ど
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

施
設
の
裏
側
や
野
球
と
サ
ッ
カ
ー
の
開
催

を
可
能
と
し
た
世
界
初
シ
ス
テ
ム
「
ホ

ヴ
ァ
リ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ス
テ
ー
ジ
」
の
研

修
を
し
ま
し
た
。
懇
親
会
で
会
員
同
士
の

親
睦
を
図
り
夜
の
札
幌
を
見
学
し
街
並
み

み
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
が
華
や
か
で

し
た
。

　

翌
日
は
、
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
と

展
望
台
そ
し
て
札
幌
ウ
イ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
見
学
、
続
い
て
の
白
い
恋
人

パ
ー
ク
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
で
は

海
外
か
ら
の
観
光
客
が
と
て
も
多
く
大
変

驚
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
央
卸
売
市
場

場
外
市
場
と
新
千
歳
空
港
の
シ
ョ
ッ
プ
見

学
の
後
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
時

期
は
氷
点
下
に
な
る
な
ど
寒
か
っ
た
で
す

が
、
観
光
に
関
す
る
有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
宿
泊
研
修
旅
行
を
十
月
二

十
九
日
㈬
～
三
十
日
㈭
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、「
お
い
し
い
！
」
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
新
潟
県
で
も
有
名
な
月
岡
温
泉
を

訪
ね
ま
し
た
。

　

二
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、1

日
目

は
苗
場
エ
リ
ア
か
ら
た
し
ろ
高
原
を
つ
な

ぐ
「
ド
ラ
ゴ
ン
ド
ラ
」
に
乗
り
、
美
し
い

紅
葉
と
、
雄
大
な
山
々
や
神
秘
的
な
湖
を

眺
め
な
が
ら
の
空
中
散
歩
を
し
、
開
山
堂

の
彫
刻
の
素
晴
ら
し
さ
に
目
を
見
張
り
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、
越
後
平
野
の
中
央
に
あ
り

樹
木
に
覆
わ
れ
た
境
内
に
そ
の
神
々
し
さ

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
大
な
越
後
平
野
を
眼
下
に
見

渡
す
大
パ
ノ
ラ
マ
が
素
晴
ら
し
く
、
紺
碧

の
日
本
海
が
広
が
り
、
遠
く
に
佐
渡
島
が

見
え
る
風
景
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
例
年
に
な
く
三
十
一
名
が
参

加
し
、
夜
の
宴
会
や
車
中
で
も
よ
り
多
く

の
会
員
同
士
の
親
睦
が
充
分
に
図
れ
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
終

始
和
や
か
な
う
ち
に
研
修
会
を
終
了
し
ま

し
た
。
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知
っ
て
な
っ
と
く

○26

　

今
回
は
、
先
日
の
衆
議
院
総
選
挙
で
も

話
題
に
な
っ
て
い
た
『
消
費
税
の
軽
減
税

率
』
に
つ
い
て
記
述
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
２
６
年
の
４
月
に
消
費
税
率
が
、

８
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の

分
物
価
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
、
１
０
パ
ー
セ
ン
ト
へ

の
税
率
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
盛
ん
に
話
題
と
な
っ
て
い
る

の
が
、『
消
費
税
の
軽
減
税
率
』
で
す
。

　

こ
れ
は
、
消
費
税
の
持
つ
次
の
よ
う
な

特
性
か
ら
、
低
所
得
者
対
策
と
し
て
の
一

つ
の
方
策
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

消
費
税
は
、
消
費
水
準
に
応
じ
て
比
例

的
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
水
平
的

公
平
に
資
す
る
と
い
う
特
徴
（
同
じ
も
の

を
購
入
す
る
場
合
、
誰
も
が
同
じ
金
額
の

税
金
を
負
担
す
る
）
を
有
し
て
い
る
反
面
、

所
得
に
対
す
る
負
担
割
合
は
逆
進
的
（
高

所
得
者
で
も
低
所
得
者
で
も
同
額
の
消
費

行
動
を
し
た
場
合
、
同
額
の
税
負
担
で
あ

る
た
め
、
低
所
得
ほ
ど
、
そ
の
所
得
に
占

め
る
税
負
担
割
合
が
高
く
な
る
）
と
い
う

特
徴
も
有
し
て
い
る
の
で
す
。

　

消
費
税
の
持
つ
「
逆
進
性
」
の
緩
和
策

と
し
て
、
政
府
与
党
が
軽
減
税
率
の
導
入

に
向
け
、
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

軽
減
対
象
品
目
と
し
て
は
、
次
の
８
種

類
の
パ
タ
ー
ン
で
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
飲
食
料
品
を
軽
減
の

対
象
と
し
た
場
合
に
は
、『
成
果
勝
必
需

品
へ
の
配
慮
』、『
痛
税
感
の
緩
和
』と
い
っ

た
観
点
か
ら
次
の
よ
う
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
も
飲
食
料
品
と
同
様
に
す
べ
き
と
の
議

論
も
あ
り
ま
す
。

　

い
づ
れ
の
パ
タ
ー
ン
で
も
、
そ
の
適
用

品
目
を
選
定
す
る
時
に
、
対
象
と
す
る
品

物
の
線
引
き
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
が

現
在
の
と
こ
ろ
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
軽
減
税
率
を
導
入
し
て
い
る

諸
外
国
で
は
、
酒
類
、
外
食
、
菓
子
類
を

軽
減
対
象
か
ら
除
い
て
い
る
国
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

現
在
の
消
費
税
は
、
単
一
税
率
・
前
段

階
控
除
方
式
の
た
め
、
軽
減
税
率
が
導
入

さ
れ
る
と
、
仕
入
税
額
控
除
の
計
算
が
複

雑
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
現
行
の
帳
簿
控

除
方
式
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
へ
の
切
り

替
え
も
検
討
事
項
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
消
費
税
の
税
収
が
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
、
消
費
税
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
事
業
者
の
み
な
さ
ん
も
関
心
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
す
。

（
関
東
信
越
税
理
士
会
真
岡
支
部
）

○　軽減対象品目

①　全ての飲食料品

②　全ての飲食料品　−　酒

③　全ての飲食料品　−　酒　−　外食

④　全ての飲食料品　−　酒　−　外食　−　菓子類

⑤　全ての飲食料品　−　酒　−　外食　−　菓子類　−　飲料

⑥　全ての飲食料品　−　酒　−　外食　−　菓子類　−　飲料　−　その他の加工食品

⑦　米、みそ、しょうゆ

⑧　精米

○　医薬品、医薬部外品

○　水道

○　電気、ガス、灯油

○　住宅

○　衣料

○　日用品（トイレットペー
　　パー、歯ブラシ等）　等

女性部会員の皆様へ決算期別説明会のお知らせ
対象法人 開催日時 開催場所

�1月

�2月 } 決算
�3月

平成 27年 2月3日㈫
午前 10時

真岡商工会議所

平成 27年 2月4日㈬
午後� 2 時

真岡商工会議所

平成 27年 2月5日㈭
午後� 2 時

益子町商工会館

平成 27年 2月6日㈮
午後� 2 時

芳賀町商工会館

新年恒例の研修会並びにお食事会を下記の通り開催
致します。会員の皆様のご参加をお待ち申し上げます。

１. 日　時� 平成 27年 1月 28日（水）午前 11時
２. 会　場� 「フォーシーズン静風」真岡市台町
３. 研修会� テーマ「税務講話」
� 講師　真岡税務署長　湯本茂様　他
４. 会　費� 3,000 円（食事代）
５. 申込み� 法人会各支部へご連絡ください。

新春研修会のご案内
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